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災害救助犬も訓練に参加した（4日、東京都品川区）
東京都は4日、品川区と合同で総合防災訓練を行った。都心南部を震源とするマグニチュード（M）7.3の地震が発生した想定で、東京消防庁や災害派遣医療チーム（DMAT）などが参加し、主に3～4日の日程で実施。同区内の公園などでドローンなども活用しながら人命救助や消火活動などの動き方を確かめた。

4日午前11時から行われた救出救助訓練では、倒壊した家屋から取り残された人を救助したり、道路に散乱したがれきを撤去するなどした。東京消防庁などはドローンの空撮映像をモニターに映し、被害状況を迅速に把握した。災害救助犬も参加した。


訓練ではドローンによる空撮映像も活用された（4日、東京都品川区）
都によると、3～4日の2日間で一般観覧者も含め約3000人が参加した。4日の訓練終了後、小池百合子知事は「自然災害の予測は大変難しい。都は都市強靱（きょうじん）化プロジェクトを立ち上げ、強化している。『備えを常に』の精神で、地域の防災力を高めるようお願いしたい」と消防関係の職員らに呼びかけた。
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